様式第１号（第６条、第８条関係）

八潮らしい街並み景観形成支援補助金交付申請書

年　　月　　日　
　（宛先）
　八潮市長
住所　　　　　　　　　　　　
申請者　氏名　　　　　　　　　　印　
電話　　　　　　　　　　　　
　次の住宅について新築工事を行うため、補助金の交付を申請します。
	建物概要
	申請地
	八潮市

	
	敷地面積
	１００㎡ ≦ 　　　　　㎡ ＜ ５００㎡

	
	設備
	□玄関　　　□台所　　　□便所　　　□浴槽

	
	用途地域
	

	工事概要
	補助対象工事における費用（附属建築物における費用は除く。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	
	工事予定期間
	年　　月　　日から

　　　　年　　月　　日まで

	
	工事施工者
	住所

	
	
	氏名

	
	
	連絡先
	業種

	添付書類
	□案内図

□補助対象工事の要件に該当していることが確認できる図面

　等

（配置図、平面図、立面図、かき・柵の構造図、植栽計画図、別紙１の家づくり補助基準チェックリスト）
□住民票の写し（発行後３箇月以内のもの）又は申請者が保留地を購入したことを確認できる書類
□市税の滞納がないことを確認できる書類（発行後１箇月以

内のもの）
□工事の見積書若しくは工事請負契約書又はそれに代わるも

のの写し
□別紙２の承諾書

□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


別紙１
家づくり補助基準チェックリスト

※：必須項目
	整備項目
	配慮事項
	配慮内容
	記載図書
	適否

	建築物
	屋内空間
	屋内空間の連続性に配慮した平面・断面計画とする。
	
	
	適・否

	
	
	屋内において、日照・通風・眺望などに配慮する。
	
	
	適・否

	
	屋根
	※屋根の形態を切妻や寄棟等の傾斜屋根とする。
	●屋根の種類

□切妻　□寄棟　

□入母屋　□片流れ

□その他（　　　　　　　　）
	
	適・否

	
	庇
	※道路に面した一階部分の軒先または庇の出の長さを１ｍ以上、幅を２ｍ以上とする。
	●一階部分の軒先・庇の出の長さ

＝　　　　ｍ≧１ｍ

●一階部分の軒先・庇　の幅

＝　　　　ｍ≧２ｍ
	
	適・否

	
	外壁
	※道路に面した部分の外壁に壁面の見附面積の２０％以上に自然素材（木、漆喰等）を用いる。
	●外壁（立面）の見附

面積

＝　　　　　㎡…①

●自然素材の必要面積

＝①×２０％

＝　　　　　㎡…②

●自然素材の種類

□木　□漆喰　

□その他（　　　　　　）

●自然素材の使用面積

＝　　　　㎡≧②
	
	適・否

	
	
	※外壁の色彩は、八潮市景観計画で定める色彩基準に適合する。
	●外壁の色彩
景観区分：　　　　　

（色相　明度　彩度　）

（色相　明度　彩度　）

アクセントカラーの有無

東側：有（　　％）・無
西側：有（　　％）・無
南側：有（　　％）・無
北側：有（　　％）・無
	
	適・否

	
	開口部、玄関等
	※玄関部分の庇や軒下空間の広さを２㎡以上とする。
	●玄関部分の軒下の広さ

＝　　　　㎡≧２㎡
	
	適・否

	
	
	玄関周りに来客をもてなす雰囲気づくりのためのしつらえを工夫する。（鉢植え等）
	
	
	適・否

	
	
	屋内外の雰囲気が伝わりやすいよう、玄関周りの開口部への配慮をする。（格子戸、ドア部分にスリット等）
	
	
	適・否

	
	
	※屋内外をつなぐ空間（縁側、テラス等）を１以上設ける。また、延長を１．８ｍ以上、出幅を１ｍ以上とする。
	●屋内外をつなぐ空間の設置数

＝　　　　≧１

●延長＝　　　　ｍ

≧１．８ｍ

●出幅＝　　　　ｍ

≧１ｍ

□縁側　□テラス

□その他（　　　　　　）
	
	適・否

	外構部分
	屋外建築設備、工作物等
	屋外に常設の休憩施設（ベンチ、ガーデンチェア等）を１以上設ける。
	
	
	適・否

	
	
	屋外設備機器等を通りから見えにくい箇所に設置する。また、やむを得ず通りに面して設置する場合には、目隠し等デザインの調和に配慮をする。
	
	
	適・否

	
	
	雨樋や配管類等を通りから見えにくい場所に通す。また、露出する場合には色彩の調和に配慮する。
	
	
	適・否

	
	
	道路に面する部分に屋外照明設備を１以上設ける。
	●屋外照明設備の設置　個数

＝　　　　個　≧１個
	
	適・否

	
	門、アプローチ、舗装等
	道路から玄関までのアプローチに魅力的な演出をする。
	
	
	適・否

	
	
	※敷地（注1）内の舗装材に３種類以上の素材を用いる。また、各素材の使用面積を、それぞれ対象となる面積の５％以上とする。
	●対象部分の面積

＝　　　　　㎡…①

●各素材の必要面積

＝①×５％

＝　　　　　㎡…②

●各素材の使用面積

素材１：　　　　　（　　　㎡）≧②

素材２：　　　　　（　　　㎡）≧②

素材３：　　　　　（　　　㎡）≧②
	
	適・否

	
	かき・柵等
	境界柵等を設ける場合には、ブロック塀は用いず、生け垣や木製ルーバー等の自然素材を用いて周辺と調和する色彩を用いる。
	●境界柵の素材

素材

色彩
	
	適・否

	
	
	※境界柵等を設置する場合には、高さは１．２ｍ以下とする。ただし、隣地地権者と共有する場合については、この限りでない。
	●境界柵等の高さ

＝　　　　　ｍ

≦ １．２ｍ
●隣地境界部におけるかき・柵等の共有の有無

有　・　無
	
	適・否

	
	
	※道路に面して境界柵等を設置する場合には、境界柵等の長さが接道長の１／２以下とする。ただし、敷地が複数の道路に面している場合については、協議するものとする。
	●接道長 ＝　　　　ｍ…①

①×１／２　　　　ｍ…②

●境界柵等の長さ 

＝　　　　　ｍ≦②
●道路に面している数　　＝　　　　　面　
協議結果　
	
	適・否

	
	植栽
	※敷地面積のうち、建築面積を除いた部分の３０％以上の緑化（注2）を施す。


	●敷地面積のうち建築面積を除いた部分

敷地面積－建築面積

＝　　　　㎡ 

－　　　　㎡

＝　　　　㎡ …①

●必要な緑化面積 

＝①×３０％

＝　　　　　㎡…②

●緑化面積

高木＝　　本×２０㎡

＝　　　㎡ …ａ

中木＝　　本×１０㎡

＝　　　㎡ …ｂ

低木＝　　本×１㎡

＝　　　㎡ …ｃ

芝その他地被植物

＝　　　㎡×０．９

＝　　　㎡ …ｄ

∴緑化面積

＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ

＝　　　　㎡

＋　　　　㎡

＋　　　　㎡

＋　　　　㎡

＝　　　　㎡ ≧②
	
	適・否

	
	
	※敷地に接する道路から見える箇所に、２本以上の中高木を植栽する。
	
	
	適・否


（注１）道路に面した部分で、カースペースやアプローチ部分を対象とする。花壇等は含まないものとする。

（注２）緑化面積の算定基準

「八潮市緑化指導基準」より

・高木（樹高３ｍ以上）１本当たり…緑化面積 ２０㎡

・中木（樹高１ｍ以上３ｍ未満）１本当たり…緑化面積 １０㎡

・低木（樹高１ｍ未満）１本当たり…緑化面積 １㎡

「埼玉県緑化届出制度」より

・芝その他の地被植物

緑化面積（㎡）＝植栽面積×０．９

（鉢植え等移動可能な植栽は除く。）
別紙２

承　諾　書

（宛先）
八潮市長　
八潮らしい街並み景観形成支援補助制度の普及・啓発として、一定の期間、住宅を公開し、市が発行する広報紙、市ホームページ及びパンフレットに、私が所有する建築物等の写真を掲載することについて、承諾します。

　　　　年　　月　　日

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　印　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自筆による署名のみでも結構です）

備　考 (何か連絡事項等ございましたらお書きください。)
	


